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慢性前立腺炎患者におけるエノキサシンの

前立腺液移行について
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   To examine the diffusion of enoxacin into the prostatic fluid of patients with chronic prosta-
titis, the serum level and the expressed prostatic secretion (EPS) level of enoxacin were mea-
sured. Enoxacin was administered orally at a dose of 200 mg in 24 chronic prostatitis patients. 
One hour later, blood and EPS samples were taken. The level of enoxacin was measured by the 
bioassay using E. coli (Kp strain). In 24 patients, the mean value of enoxacin was 1.24ag/ml in 
the serum and 0.69 pg/ml in the EPS. The mean ratio of EPS/serum was 0.58. These results indi-
cated that enoxacin diffused well into the prostatic fluid of chronic prostatitis patients. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2067-2069, 1988)

Key words: Chronic prostatitis, Diffusion into the prostatic fluid

緒 言

ピリドンカルボ ン酸の誘導体の新 しい合成抗菌剤で

あるエノキサ シン(以 下ENX)は,既 存 の合成抗菌

剤に比較 して,グ ラム陰性菌に,よ り強い抗菌活性を

有し,ま たよ り広 い抗菌 スペ クトラムを有す ることが

知られている.今 回,ENXの 慢性前立腺炎 に対する

有効性を検討する 目的で,慢 性前立腺炎患者 における

前立腺液移行を検索 したので報告する.

対 象

1987年2月 よ り1987年7月 までに小牧市民病院泌尿

器科においてENXを 投 与 した慢性前立腺炎患老24

例である.な お,対 象例は未治療症例 とし,慢 性前立

腺炎の診断は,① 頻尿,排 尿痛,残 尿感,会 陰部～下

腹部不快感,尿 道痛等の 自覚症状を有 し,② 理学的検

査にて前立腺の触診 で圧痛を認め る以外 の所見を認め

ず,③ 前立 腺 液 中に15以 上/×400の 白血 球 を認 め たU

症 例 と した.年 齢 は,19歳 か ら73歳(平 均 ±SD;40.3

±15.3歳)で,全 例 と も他 に 泌 尿器 科疾 患 の合 併を 認

め なか った.

方 法

ENX200mgを 経 口投与 し,1時 間後に血液お よ

び前立腺圧出液(以 下EPS)を 採取 し,血 清 お よび

EPSを 冷凍保存 した.な お,ENXの 投与前に排 尿

させ,EPS採 取まで排尿を禁 じた.血 清およびEPS

のENX濃 度は,E.coliKp株 を指示菌 とするAgar

Well法 で測定 した.

結 果

今回測定 した24例 の血清 お よびEPSのENX濃

度お よび対血清比をFig.12に 示 した。

1)血 清中濃度
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Fig.1.ENXの 血 清 お よびEPS中 濃度

内服 後1時 間 後 の 血 清 中 濃 度 は0.36μg!mlよ り

2.42μ9!ml,平 均 ±SD;1.24±0.46μ91mlで あ った.

2)EPS中 濃 度

内服 後1時 間 後 のEPS中 濃度 は0.27μg/m1よ り

1.56μ9/ml,平 均 ±sD;o.69±o.30μ9/mlで あ った.

3)対 血 清 比(EPS内 濃度/血 清中 濃 度)

対血 清 比 は0.24よ り0.90,平 均 ±SD;0.58±0.19

で あ った.

考 察

薬剤の前立腺への移行は,前 立腺組織内移行 と前立

腺液 内移行の2つ の面か ら検索 されてい る.前 者は前

立腺 の組織を手術時に採取 して組織内濃度を測定する

方法で,後 老は前立腺 マ,yサ ージに よって得た前立腺

圧出液(EPS)を 前立腺液の一部 とみ なしてその液中

濃度を測定する方法である.ENXの 前立腺組織への

移 行性については,安 本 らが前者の方法で前立腺組織

への移行が良好な ことを報告 してい る2).一 方,前 立

腺液への移行については,鈴 木や宮 田らの慢性前立腺

炎患者数例に対 して調ぺた報告3,4)があるが,今 回の

われわれのEPS中 濃度0.69±0.30μglmL対 血清比

0・58の結果 は,彼 らの報告 と同様であ り,ENXの 前

立腺液移行が良好な ことが示唆 された.

薬剤 の前立腺液への移行については,Stameyら の

理論 が一般的 で あ り,薬 剤が ①脂溶性で ある こと

②解離恒数が高いこと ③塩基性であること ④ タン

パ ク結合率が低いことの4つ の条件をもつ ことが移行

性を良 くす るといわれている5).本 剤は①脂溶性であ

り ②pKa・:6.2,pKa2:8.8QpHは6.5④ 蛋自結

合率は30～40%で,前 述の条件 の うち少な くとも①②

の2つ の条件を満た してい る.ENXは 健康人で も前

立腺への移行が良好 なことが知 られているが,そ の移

行度は慢性前立腺炎患者に比ぺるとわずかではあるが

良 くない ようである.既 にわれわれは,健 康人ではほ
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田中,ほ か:エ ノキサシン ・前立腺液移行

十分 に期待できるものと考Yxら れ為.

結 語
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慢性前立腺炎患者 の」血清 中 お よび前 立 腺 液 中の

ENXの 濃度を測定 した.そ の結果,血 清濃度は平均

1.24deg/ml,前 立腺液 内濃度 は平均o.69μ91m1,対 血

清比は平均0.58と 高い値を示 した.今 回求め られた前

立腺液濃度は代表的 グラム陰性桿菌 である大腸菌や変

形菌 のENXの80%MICを 上 回る結果であ り,す

でに報告 ぎれている前立腺組織内への良妊 な移行と相

まって,ENXは 慢性前立腺炎 に有効である可能性を

有する薬剤 と考えられた.

稿を終えるにあたり,ご 校閲賜った名古屋大学泌尿器科学

教室三宅弘治教授,社 会保険中京病院泌尿器科大島伸一部長

に深謝します.

'Fi
g.2.ENXのEPS1血 清 濃 度 比

とんど前立腺液内への移行が認め られ ない塩酸セブメ

ノキシム(以 下CMX)が,層 急性 前立腺炎 患者 では

高率に前立腺液内へ移行することを明らかに し,炎 症

の存在がCMXの 前立腺液中移行へ 大 きく関与する

可能性を報告 した6).今 回の検討 では健康人での前立

腺液への移行を比較検討 してお らず,炎 症の存在が ど

の程度ENXの 前立腺液への移行に関与 して いるか

は不明である.前 述 の結果からみて,CMXで 見 られ

たほどの影響はないとは考えられ るが,急 性炎症 と慢

性炎症の差 もあ り,炎 症 と薬剤移行についての問題は

今後の検討を要する課題であろ う,

また今回われわれ が得た本剤 のEPS液 中濃度平均

0.69μglmlは,大 腸菌,変 形菌,ク レブシェラ,腸

内桿菌な どの本剤の80%MICを 越えてお り7),上記

のグラム陰性桿菌が慢性前立腺炎 の起炎菌 の主な もの

であることを考xる と,外 来での内服治療 として慢性

前立腺炎患者 に対 す るENXの 投与は,治 療効果 が
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